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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 15 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

8 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 4.8（予想 1.9・前回 4.3） 

8 月のニューヨーク連銀製造業業況指数は、市場予想を上回り、前月から小幅上昇となった。関連指数では、

新規受注が+6.7（前月-1.5）、出荷が 9.3（7.3）、と前月から上昇したほか、雇用も-1.6（-9.6）と前月から

改善したものの、3 ヵ月連続でマイナスとなった。また、受注残は-9.7（-5.1）、支払価格は-23.2（25.5）、

販売価格は 4.5（5.8）と 2016 年 12 月以来の低水準となった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

8 月フィラデルフィア連銀景況指数 16.8（予想 10.0・前回 21.8） 

8 月の米フィラデルフィア連銀業況指数は市場予想を上回ったものの、前月比 5 ポイント低下した。新規受

注が 25.8（前月 18.9）、販売価格が 13.0（9.5）、受注残が 9.1（3.7）が上昇した一方、支払価格は 12.8（16.1）、

出荷は 19.0（24.9）が低下、中でも雇用は 3.6（30.0）大きく低下し 2016年 11月以来の低水準となった。 
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データを基に SBILMが作成 

 

7 月小売売上高（前月比） 0.7％（予想 0.3％・前回 0.4％⇒0.3％） 

7 月小売売上高[除自動車]（前月比） 1.0％（予想 0.4％・前回 0.4％⇒0.3％） 

7 月の米小売売上高は、市場予想を上回り、5ヵ月連続のプラスとなった。ネット通販が好調だったことが下

支え要因となった。家具が+0.3％（前月-0.4％）電気製品が+0.9％（-0.7％）となった一方、自動車・同部

品は-0.6％（+0.3％）、食品・飲料は+0.6％（+0.8％）と低下した。百貨店の小売りは+1.2％（-1.1％）、無

店舗は+2.8％（+1.9％）、飲食店も 1.1％（0.7％）となった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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新規失業保険申請件数 22.0 万件（予想 21.2万件・前回 20.9万件⇒21.1万件） 

失業保険継続受給者数 172.6 万人（予想 168.5万人・前回 168.4 万人⇒168.7 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比+0.9 万件と市場予想を上回る悪化となった。申請件数の 4 週移動平均は+0.1

万件の 21.4 万件、また、失業保険継続受給者数は、前週比+3.9万となり、4週移動平均は+9250 人の 169万

7250人となった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

7 月鉱工業生産（前月比） -0.2％（予想 0.1％・前回 0.0％⇒0.2％） 

7 月設備稼働率 77.5％（予想 77.8％・前回 77.9％⇒77.8％） 

7 月の米鉱工業生産指数は、市場予想を下回り、3ヵ月ぶりにマイナスとなった。製造業が-0.4％（前月+0.6％）、

鉱業が-1.8％（+0.6％）、エネルギーが-0.3％（-0.4％）と軒並みマイナスとなったことが影響したほか、設

備稼働率も前月から低下するなど、米中通商問題の影響が製造業、鉱業に及んでいることを伺わせる結果と

なった。 
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データを基に SBILMが作成 
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ダウ平均、S&P500 は反発、ナスダックは小幅続落 

米株式市場は、7 月の米小売売上高が市場予想を上回ったことで、米景気後退懸念が和らいだとの見方に加

え、前日の大幅安の反動から、主要株価指数は序盤から底固い動きとなった。しかし、米中貿易協議の先行

きに対する警戒感は依然として根強く、上値も限られ、ダウ平均株価は反発した一方、ナスダックはハイテ

ク企業の業績見通しが市場予想を下回ったことや、電機大手の不正会計疑惑が嫌気され小幅に続落した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル円・クロス円はやや上値の重い動き 

NY 市場では、序盤に発表されたニューヨーク連銀製造業景気指数、フィラデルフィア連銀景況指数、小売売

上高がいずれも市場予想を上回る結果となったことや、米 10 年債利回りが 1.5118％から 1.5911％まで上昇

したことを受けて、ドル/円は 106.34 まで上昇した。上昇一服後は、米主要株価指数が伸び悩んだほか、米

国債利回りが低下したことから、ドル円・クロス円は上値の重い動きとなった。その後、米 10 年債利回りが

1.4732％まで低下し、2016年 8月以来の低水準となったことでドル/円は 105.81 まで下落したものの、取引

終盤にかけて 10年債利回りが、1.52％台へ上昇したことからドル/円も 106円台へ反発して取引を終えた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 

昨晩 15日のルーブルは対ドルで 66.2725 ルーブル、対円でも 1.6011円と対ドル、対円でルーブル安と下落

した。米中の貿易問題を巡る先行き不透明感を背景に米長期金利の低下が進むなど景気後退が意識され、投

資家のリスク許容度が後退、ブレント原油やロシア株式市場の下落も嫌気された。 
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ドル建のロシアRTS株価指数は 9.55Pts安の 1,250.13Ptsと下落したほか、MOEX指数も 2,625.58Pts(11.46Pts

安）と続落した。米中貿易問題や景気減速懸念など米長期金利の低下などネガティブな材料を背景にリスク

回避の動きが影響した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.9878レアル、対円でも 26.572円とレアル高となった。前日に一時 5/28以来の 4.0535

レアルまでレアル安が進行した反動に加え、ブラジル中銀がドル売りを実施したことも影響した。 

 

ボベスパ指数は 1201.10Pts 安の 99,056.91Pts と続落した。中国による対米報復措置検討との報道が嫌気さ

れ、米中間の対立激化、対立長期化への懸念が重石となった。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


